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背景・目的

周南コンビナートにおけるカーボンリサイクル事業の実装に向け、CO2供給者・利用者
マネジメント事業者の立場から、以下の検討を行う

周南コンビナートの特性を生かした、パイプライン等によるエネルギーや基幹物質等
の融通およびカーボンリサイクル事業等について、CO2削減効果や経済性の精査
周南コンビナートにおける具体的なCO2マネジメントを踏まえた、マネジメント事業
者に求められる役割・課題、担い手の明確化
カーボンリサイクル事業の実施体制や課題の整理

目的

背景

カーボンリサイクルを普及促進していくためには、以下が必要
将来的な社会デザインを想定した、多様な産業間連携に向けた段階的な検討を
進め、見える化すること
地域全体でのCO2排出削減や、回収されたCO2の供給者と利用者のマッチング
等を担う、「CO2マネジメント事業者（仮称）」の役割・課題、担い手等の検討
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周南コンビナート CR事業実装イメージ
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1. 2050年にカーボンニュートラル化した周南コンビナートのCCUSのスキームとそのマネジメン
ト方法について検討した。

2. 12箇所の排出源から回収したCO2は1拠点に集約し、CCU設備・CCS設備(液化・出荷)
に供給する姿とした。
CCUの構成は「CO2→メタノール(基幹物質)→プロピレン、ベンゼン、SAF」とした。
（残るエチレン・ブタジエンは、木質バイオマスよりバイオリファイナリーで製造する前提）
これを踏まえ、CAPEX(初期投資)・OPEX(運転費)・敷地面積等を算出した。

3. CO2回収～CCUSを一体運用するため、共同運営会社にてCCU・CCS設備を保有し、マ
ネジメントする。バイオマス由来CO2はCCU原料とし、製品に価値を転換する。化石由来
CO2(セメント・製鉄等)はCCSにより排出量を削減する。CCUは共同運営会社がCO2調
達、製品販売、委託製造を実施し、CCSは排出事業者の委託により液化・出荷を担う。

4. 得られたCAPEX、OPEXよりCCUSの総コストを算出。プロピレン、ベンゼン等の化学品の
製造価格は、現状の3倍以上となる。コスト要因は主に水素、電力、蒸気である。設備投
資や水素・用役への値差支援により改善するが、依然高水準に留まる見込み。

5. 今後の社会実装に向けた課題として、以下の施策が必要である。
・設備投資支援、値差支援
・環境価値を事業者が享受する仕組み（評価制度、価格反映など）の構築
・事業の柔軟性・効率性確保(CCSのスポット契約化、CCU・CCS配管共通化、規制緩和等)

まとめ・今後の課題


